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○
メ
モ
リ
ア
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
　

滝
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
合
わ
せ
、
光
の
演
出
を
実

　
　

施
し
ま
す
。

　

○
ぐ
る
っ
と
滝
桜

　
　

滝
桜
の
周
り
を
「
ぐ
る
っ
と
」
一
周
で
き
る
よ
う
遊

　
　

歩
道
を
設
置
し
ま
す
。

　

○
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー

　
　

滝
桜
お
よ
び
町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
オ
ン
ラ

　
　

イ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　

※
滝
桜
の
開
花
状
況
に
応
じ
て
実
施
時
期

　
　

を
決
定
し
ま
す
。

　
　

詳
細
は
、「
Ｆ
ｉ
ｎ
ｄ
！
三
春
」
ホ
ー
ム

　
　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
観
光
部　
☎
62
‐
３
６
９
０

産
業
課　
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ　
☎
62
‐
３
９
６
０

　

三
春
滝
ザ
ク
ラ
天
然
記
念
物
指
定
１
０
０
周
年
記
念
事

業
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
募
集
し
た
結
果
、
町
内
外
よ
り
、

４
１
２
作
品
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
（
採
用
作
品
）
お
よ
び
優
秀
賞
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
決
定
し
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、
記
念
事
業
の
各

種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
美
し
さ
、
目
を
見
張
る
。

／
麻
倉　
遥
様
（
青
森
県
）

　

こ
の
先
も
、
ず
っ
と
、
こ
の
場
所
で

／
ぽ
ん
ぬ
ま
ま
様
（
愛
知
県
）

　

時
代
を
超
え
て
、
咲
く

／
峰
木　
一
紀
様
（
東
京
都
）

最
優
秀
賞
（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
採
用
作
品
）

優
秀
賞

三
春
滝
ザ
ク
ラ
天
然
記
念
物
指
定

１
０
０
周
年
記
念
事
業

４
月
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る

主
な
記
念
事
業

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
決
定

Find! 三春
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三
春
滝
ザ
ク
ラ
を
題
材
と
し
た
「
フ
ォ
ト
モ
ザ
イ
ク
ア
ー

ト
」
を
制
作
し
ま
す
。

　

現
在
、
フ
ォ
ト
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
制
作
す
る
た
め
の

画
像
（
写
真
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
内
容

　

三
春
滝
ザ
ク
ラ
を
題
材
と
し
た「
フ
ォ
ト
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
」

　

を
制
作
す
る
た
め
の
画
像
（
写
真
）

　

・
三
春
滝
ザ
ク
ラ
の
画
像

　

・
三
春
滝
ザ
ク
ラ
の
１
０
０
周
年
を
祝
福
す
る
画
像

　

・
三
春
町
の
桜
の
画
像

　

・
三
春
町
で
撮
影
し
た
笑
顔
の
画
像

○
応
募
方
法

　

ご
自
身
が
所
有
す
る
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
（
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
）
ま
た
は
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用
し
、
＃
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃
三
春

滝
ザ
ク
ラ
１
０
０
周
年
」
を
つ
け
て
画
像
を
投
稿
し
て
く

だ
さ
い
。

　

＃
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
け
て
投
稿
さ
れ
た
画
像
を
抽
出

し
、
フ
ォ
ト
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
制
作
し
ま
す
。

※
誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
一
人
何
点
で
も
投
稿
で
き
ま
す
が
、
１
投
稿
に
つ
き
画

　

像
は
１
点
と
し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
の
画
像
を
投
稿
し

　

て
も
、
最
初
の
１
点
の
み
が
応
募
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
応
募
期
間

　

３
月
１
日
（
火
）
か
ら
４
月
24
日
（
日
）
ま
で

　
○
応
募
作
品
の
取
り
扱
い

　

応
募
さ
れ
た
画
像
の
著
作
権
、
そ
の
他
一
切
の
権
利
は
、

三
春
町
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、「
Ｆ
ｉ
ｎ
ｄ
！
三
春
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

▼
問

　
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
観
光
部

　
（
滝
ザ
ク
ラ
フ
ォ
ト
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
制
作
事
務
局
）

　
　

☎　

62
‐
３
６
９
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
62
‐
３
６
９
８

　

今
春
の
三
春
滝
桜
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
一
部
内
容
を
変
更

し
て
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
み
は
る
４
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
三
春
滝
桜
の
観
光
対
策

　

・
観
桜
時
間

　
　

午
前
６
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

　
　
（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
は
午
後
９
時
ま
で
）

　

※
会
場
内
の
混
雑
状
況
に
応
じ
て
入
場
制
限
を
実
施
す

　
　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
　

午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

　

※
町
内
７
箇
所
の
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
合
わ
せ
て
実
施

　
　

し
ま
す
。

　
・
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
三
春
町
運
動
公
園

⇔

滝
桜
大

　
　

駐
車
場
）
の
運
行

　

・
臨
時
バ
ス
滝
桜
号
（
三
春
駅

⇔

滝
桜
大
駐
車
場
）
の

　
　

運
行

　

・
集
合
売
店
（
物
販
の
み
）
の
出
店

　

※
会
場
内
は
飲
食
禁
止
と
し
ま
す
。
集
合
売
店
で
の
飲

　
　

食
物
提
供
は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
（
持
ち
帰
り
）
の
み

　
　

と
な
り
ま
す
。

○
交
通
規
制

　

生
活
道
路
の
確
保
や
安
全
対
策
と
し
て
、
滝
桜
周
辺
の

　

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

○
ご
来
場
さ
れ
る
み
な
さ
ま
へ

　

マ
ス
ク
着
用
等
に
よ
る
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
こ
ま
め
な
手

　

指
の
洗
浄
や
消
毒
等
、
感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

▼
問  

三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
観
光
部　
☎
62
‐
３
６
９
０

産
業
課　
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ　
☎
62
‐
３
９
６
０

フ
ォ
ト
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を

制
作
し
ま
す

令
和
４
年
度
三
春
滝
桜
に
つ
い
て
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参
加
者
募
集

　

健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
図
り
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を

目
的
と
し
て
、「
第
24
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。お
早
目
の
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
福
島
県
内
在
住
者
の
み
を
対
象
と
し
ま
す
。

※
定
員
を
１
，
０
０
０
名
と
し
、
期
限
前
で
も
定
員
と
な

　

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
日
時

　

６
月
12
日
（
日
）　

※
雨
天
決
行

　

・
受
付　
午
前
７
時
30
分
〜
８
時
45
分

　
　

受
付
中
は
い
つ
で
も
受
付
が
可
能
で
す
が
、
受
付
で

　
　

の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、「
一
般
男
子
」
で
エ
ン
ト
リ
ー

　
　

さ
れ
た
方
は
７
時
30
分
〜
８
時
、「
一
般
女
子
」「
中

　
　

学
生
男
女
」「
小
学
生
男
女
」「
親
子
ペ
ア
」
で
エ
ン

　
　

ト
リ
ー
さ
れ
た
方
は
８
時
〜
８
時
30
分
の
間
に
受
付

　
　

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時
50
分
（
時
差
ス
タ
ー
ト
）

○
会
場　
中
郷
学
校
（
受
付
）

○
コ
ー
ス　
さ
く
ら
湖
周
辺

○
参
加
料

　

・
一
般
…
…
…
…
３
，
０
０
０
円

　

・
親
子
ペ
ア
…
…
３
，
５
０
０
円

　

・
高
校
生
…
…
…
２
，
０
０
０
円

　

・
小
・
中
学
生
…
１
，
５
０
０
円

　

※
振
込
手
数
料
は
別
途
負
担
願
い
ま
す
。

○
表
彰

　

各
部
門
１
位
〜
８
位

　

※
１
位
か
ら
３
位
に
は
副
賞
の
贈
呈
が
あ
り
ま
す
。

　

※
小
中
学
生
部
門
の
１
位
入
賞
者
に
は
、
三
春
町
か
ら

　
　

滝
ザ
ク
ラ
特
別
賞
を
授
与
予
定
で
す
。

○
駐
車
場　
滝
桜
大
駐
車
場

　

※
駐
車
場
か
ら
中
郷
学
校
ま
で
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

　
　

行
し
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

大
会
要
項
の
申
込
書（
払
込
取
扱
書
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、郵
便
局
か
ら
振
り
込
む
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。大
会
要
項
は
、三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」、

町
民
体
育
館
、役
場
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
大
会
要
項
が
必
要
な
方
に
は
郵
送
し

　

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　
４
月
22
日
（
金
）
ま
で

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
行
い
な
が
ら
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
感
染
対

策
に
つ
い
て
の

ペ
ー
ジ
を
作
成

し
た
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

三
春
滝
ザ
ク
ラ
天
然
記
念
物
指
定
１
０
０
周
年
記
念

第
24
回
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

RUNNET

町 HP

感染症対策QR

種　目 距  離部　門
第１部
第２部
第３部
第４部
第５部
第６部
第７部
第８部
第９部
第10部
第11部
第12部
第13部
第14部
第15部
第16部
第17部
第18部

一般男子39歳以下（高校生以上）
一般男子40歳代
一般男子50歳代
一般男子60歳以上
一般女子（高校生以上）
一般男子39歳以下（高校生以上）
一般男子40歳代
一般男子50歳代
一般男子60歳以上
一般女子（高校生以上）
中学生男子
一般女子（高校生以上）
中学生女子
小学生男子５・６年生
小学生男子３・４年生
小学生女子５・６年生
小学生女子３・４年生
親子ペア（小学２年生以下と親または祖父、祖母）

○部門・種目・距離

10㎞

5㎞

3㎞

2㎞
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特設ウェブサイト

※
Ｖ
Ｒ
体
験
に
は
、「
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
携
帯

　

ア
プ
リ
）」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

　
「
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
後
、

　

現
地
（
Ｖ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
）
に
て
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://m

iharujo.jp/

）

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

三
春
城
は
、
中
世
か
ら
近
世
の
田
村
地
方
を
治
め
た
大

名
の
居
城
跡
で
、
町
の
中
心
部
の
お
城
山
（
大
志
多
山
）

に
あ
り
、
そ
の
美
し
い
姿
か
ら
舞
鶴
城
と
も
呼
ば
れ
ま
し

た
。

　

永
正
元
年
（
１
５
０
４
年
）、
田
村
義
顕
が
築
城
し
た
と

伝
え
ら
れ
、
以
降
、
戦
国
時
代
は
田
村
氏
、
江
戸
時
代
は

松
下
氏
等
の
居
城
と
な
り
ま
す
。
正
保
二
年
（
１
６
４
５

年
）、
秋
田
俊
季
が
五
万
五
千
石
で
入
城
し
、
明
治
初
年
の

廃
城
に
至
り
ま
す
。

　

三
春
城
の
歴
史
的
価
値
や
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
文

化
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
）
を
活
用
し
、
三
春
城
お
よ
び
城
下
町
の
当
時

の
姿
（
近
世
、秋
田
氏
の
時
代
）
を
Ｖ
Ｒ
で
再
現
し
ま
し
た
。

　

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ
映
像
で
当
時
の

様
子
を
体
験
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

※
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
モ
デ
ル
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技

　

術
を
用
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
つ
く
ら
れ
た
三
次
元

　

空
間
を
視
覚
そ
の
他
の
感
覚
を
通
じ
疑
似
体
験
で
き
る

　

よ
う
に
し
た
も
の
。

三
春
城
Ｖ
Ｒ
映
像
を
制
作
し
ま
し
たストリートミュージアム

www.streetmuseum.jp
公式サイト

ストリートミュージアム 検索
！ 歩きスマホは危険です。

協
賛
金
募
集

　

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
参
加
者
か
ら
の
参
加
費
や

町
か
ら
の
補
助
金
の
他
に
、
町
内
外
の
各
企
業
・
団
体
か
ら

の
協
賛
金
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
ご
協
賛
を
賜
り

な
が
ら
、
町
・
関
係
機
関
団
体
等
が
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

開
催
準
備
等
に
万
全
を
期
し
、
参
加
者
を
お
も
て
な
し
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
ご

賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・
団

体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
広
告
を
掲
載

し
ま
す
。

　

な
お
、
前
回
大
会
に
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
・

団
体
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
の
お
願
い
に
伺
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

○
募
集
期
間　
４
月
22
日
（
金
）
ま
で

▼
問  

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会　
　
　
　
　

　
　
（
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
内
）　
☎
62
‐
３
８
３
７
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○
応
募
部
門

　

①
フ
ォ
ト
部
門

　

②
ア
ー
ト（
絵
画
、工
作
、切
り
絵
な
ど
）部
門

　

詳
し
く
は
「
Ｆ
ｉ
ｎ
ｄ
！
三
春
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
コ
ン
テ
ス
ト
に
関
す
る
問
・
応
募
先

　
（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社

　
（
三
春
滝
ザ
ク
ラ
フ
ォ
ト
・

　
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係
）

　

☎
62
‐
３
６
９
０

　

令
和
４
年
５
月
１
日
か
ら
募
集
開
始
す

る
「
三
春
滝
ザ
ク
ラ
フ
ォ
ト
・
ア
ー
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
部
門
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
方
一
名

の
写
真
が
三
春
町
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
図
柄
に
採
用
さ
れ
ま
す
。
み
な

さ
ん
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
応
募
期
間

　

５
月
１
日
（
日
）
〜
６
月
30
日
（
木
）

あ
な
た
の
写
真
が

  
町
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に

Find! 三春

○
対
象
施
設

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」、
三
春
町
国

際
交
流
館
「
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
」、
三

春
町
体
育
施
設
、
役
場
庁
舎
１
階
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
・
２
階
桜
ホ
ー
ル

○
利
用
方
法

⒈
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

　
（
専
用
サ
イ
ト
）を
開
く

⒉
空
き
状
況
を
確
認
す
る

⒊
施
設
を
予
約
す
る

※
予
約
す
る
に
は
利
用
者

　

登
録
が
必
要
で
す
。
Ｉ

　

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
登

　

録
し
ロ
グ
イ
ン
す
る
と

　

施
設
予
約
が
で
き
る
ほ

　

か
、
自
身
の
予
約
状
況

　

や
、
料
金
な
ど
を
い
つ

　

で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
利
用
者
登
録
の
流
れ

　

ス
テ
ッ
プ
１　
利
用
者
登
録

　
　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル

　
　

ア
ド
レ
ス
な
ど
の
基
本
情
報
登
録

　

ス
テ
ッ
プ
２　
登
録
申
込

　
　

利
用
登
録
申
込
受
付
メ
ー
ル
受
信

　
　

後
、
本
文
中
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク

　
ス
テ
ッ
プ
３　
登
録
承
認

　
　

施
設
職
員
に
よ
る
登
録
承
認
後
、
仮

　
　

パ
ス
ワ
ー
ド
メ
ー
ル
配
信

　
ス
テ
ッ
プ
４　
仮
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更

　
　

配
信
さ
れ
た
Ｉ
Ｄ
・
初
期
パ
ス
ワ
ー

　
　

ド
に
よ
り
ロ
グ
イ
ン
後
任
意
の
パ
ス

　
　

ワ
ー
ド
に
変
更

　
ス
テ
ッ
プ
５　
登
録
完
了

○
利
用
申
込
の
流
れ

　

ス
テ
ッ
プ
１　
空
き
状
況
の
確
認

　
　

使
用
す
る
施
設
、
日
に
ち
、
時
間
帯

　
　

を
選
択
後
申
込
ト
レ
イ
へ

　

ス
テ
ッ
プ
２　
申
請
内
容
の
入
力

　
　

利
用
目
的
や
人
数
、
備
品
な
ど
の
情

　
　

報
を
入
力

　

ス
テ
ッ
プ
３　
申
込
み
完
了

　
　

申
込
み
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
で
申
込

　
　

み
完
了

▼
問

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

　

財
務
課　

管
理
契
約
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
３
２

３
月
１
日
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
共
施
設
の
予
約
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た町ホームページのこのバナーをクリック

町HP
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　適正に管理されていない空き家は、老朽化などによる部材の落下や飛散により、周辺に損害を与える可能性があ

ります。また、敷地内の樹木や雑草の繁茂により隣接地や景観への悪影響が生じるほか、ゴミの不法投棄や放火な

どの危険性が高まります。

　空き家の所有者は、近隣に迷惑をかけないよう適切な管理をお願いします。

　使用する予定がない場合は、賃貸や売却なども検討してはいかがでしょうか。

　町では、空き家（空き地）をお持ちの方と空き家（空き地）の賃貸や取得を希望する方をマッチングする「空き

家等バンク事業」を実施しています。

　使用する予定のない空き家（空き地）の処分等にお困りの方は、

ぜひ一度ご相談ください。

　なお、登録には一定の要件がありますので、登録を希望する方

などは事前にお電話等でご相談願います。

▼問　企画政策課　企画政策グループ　☎ 62-1122

　2月 22日、三春町とアウトドアメーカーである株式会社モンベルは、相互の連携を強化し、アウトドア活動等

の促進を通じた地域の活性化と町民生活の質の向上に資するため、次の連携事項に関する包括協定を締結しました。

　今後は、「アウトドアやアクティビティを気軽に体験でき、楽しめる場の創出」に向けて、三春ダムさくら湖周

辺の地域資源・フィールドを活用した取組みを中心として、様々な視点から、株式会社モンベルが有するノウハウ

を提供してもらい、アウトドアなどに関するグランドデザイン（基本構想）を取りまとめていきます。

○連携事項
　（１）自然体験の促進による環境保全意識の醸成に関すること

　（２）子どもたちの生き抜いていく力の育成に関すること

　（３）自然体験の促進による健康増進に関すること

　（４）防災意識と災害対応力の向上に関すること

　（５）地域の魅力発信とエコツーリズムの促進による地域経済の

　　　  活性化に関すること

　（６）農林水産業の活性化に関すること

　（７）高齢者、障がい者等の自然体験参加の促進に関すること

空き家の適正管理をお願いします

三春町空き家等バンクのご案内

株式会社モンベルと
包括連携協定を締結しました
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異
動
の
手
続
き
は
お
忘
れ
な
く

　

３
月
・
４
月
は
、
就
職
や
転
勤
、
入
学

な
ど
、
１
年
で
最
も
住
所
の
異
動
が
多
い

時
期
で
す
。

　

三
春
町
か
ら
引
越
し
を
さ
れ
る
み
な
さ

ん
、
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
引
越
し
て
き
た
み

な
さ
ん
、
住
所
の
異
動
の
届
出
を
忘
れ
ず
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
所
異
動
の
手

続
き
と
一
緒
に
行
っ
て
い
た
だ
く
申
請
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
課
（
役
場
窓
口
）　

☎
62
‐
８
１
２
６

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
届
出
人
の
身
分
証
明
書

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

　

証
等
）

 

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）

 

・
在
留
カ
ー
ド
（
外
国
籍
の
方
）

 

・
三
春
町
よ
り
交
付
さ
れ
た
印
鑑
登
録
証
、

　

各
種
保
険
証
等
（
転
出
の
場
合
）

【
届
出
人
】

　

本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
方

※
別
世
帯
の
方
が
届
出
さ
れ
る
場
合
は
、

　

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
受
付
時
間
】

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

水
曜
日
（
延
長
窓
口
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
７
時

　
　

住
民
異
動
が
増
え
る
３
月
下
旬
と　

　

４
月
上
旬
に
つ
き
ま
し
て
は
、
臨
時　

　

の
日
曜
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
た
だ　

　

し
、
納
税
や
税
金
に
関
す
る
ご
相
談　

　

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
【
日　
時
】

　
　

３
月
27
日
（
日
）、４
月
３
日
（
日
）

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　
【
取
扱
業
務
】

　

・
各
種
証
明
書
（
税
証
明
を
除
く
）　

　
　

の
発
行

　

・
印
鑑
登
録
の
受
付

　

・
住
民
異
動
届
の
受
付（
転
入
・
転
出
・

　
　

転
居
な
ど
）

　
　

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る　

　
　
　

転
入
届
に
つ
き
ま
し
て
は
対
応　

　
　
　

で
き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

・
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
加
入
、　

　
　

喪
失

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
受
付
、　

　
　

交
付
、
更
新

　

・
戸
籍
届
出（
出
生
届
、死
亡
届
な
ど
）　

　
　

の
受
付

住
民
課　

☎
62
‐
８
１
２
６

　

新
し
く
印
鑑
登
録

を
す
る
時
は
、
登
録

す
る
印
鑑
を
お
持
ち

の
う
え
、
な
る
べ
く
ご

本
人
が
手
続
き
を
行

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
代
理
人
に
よ
る
登
録
は
、
そ
の
日
の
う

ち
に
登
録
し
、
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
登
録
さ
れ
る
方
の
本

人
確
認
を
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
顔
写
真
付
き
の
身

分
証
明
書
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
民
課　

☎
62
‐
８
１
２
６

　

転
出
さ
れ
る
方
は
、

転
出
手
続
き
後
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
に
な
っ
て
転
入

地
で
転
入
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
引

き
続
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

役
場
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
さ
れ
る
方
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る

身
分
証
明
書
２
点
、
印
鑑
お
よ
び
通
知

転入届 他の市町村から
引越してきたとき

転入した日から14日以内
※転出証明書が必要です。

他の市町村へ
引越すとき

転出する日まで
（転出後14日以内を含む）転出届

町内で住所が
変わったとき 転居した日から14日以内転居届

異動届の種類 どんなとき い　つ
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福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
被
害
に
あ
わ
れ

た
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
受
付
し
て
お
り

ま
し
た
左
記
の
２
点
に
つ
い
て
、
２
月
末

で
終
了
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

１　
罹
災
証
明
書
の
発
行

２　
令
和
３
年
福
島
県
沖
地
震
に
よ
る
被

　
　
災
住
宅
修
理
支
援
事
業
補
助
金
申
請

　

ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

総
務
課　

自
治
防
災
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
１
１
１
４

教
育
委
員
会
教
育
課　

☎
62
‐
６
３
１
０

　

転
入
・
転
出
さ
れ
る
場

合
で
、
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
お
子
さ
ん
が

い
る
方
は
、
転
校
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

引
越
し
を
さ
れ
る

方
は
、
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
３
日
前

ま
で
に
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
水
道
の
休
止
・
開
始
に
際
し
て
立
ち

合
い
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
水
道
の
使
用
を
休
止
す
る
と
き

　

水
道
は
、
引
越
し
当
日
ま
で
ご
使
用
に

な
れ
ま
す
。
連
絡
の
際
は
、
お
客
様
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
転
居
さ
れ
る
日
時
・

転
居
先
住
所
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○
新
た
に
水
道
を
お
使
い
に
な
る
と
き

　

連
絡
の
際
は
、
水
道
を
お
使
い
に
な
る

お
客
様
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
使

用
開
始
日
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

企
業
局　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
５
０
０

　
そ
の
他
の
手
続
き
も
忘
れ
ず
に
！

　
　
転
入
や
転
出
の
際
に
は
、
次
の　

　
届
出
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
各
所　

　
に
て
住
所
変
更
等
の
手
続
き
を
行
っ　

　
て
く
だ
さ
い
。

　

電
気

　
　

東
北
電
力
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
（　

０
１
２
０
‐
０
６
６
‐
７
７
４
）

　

ガ
ス　
各
取
引
店

　

電
話

　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ

　
　
（　

０
１
２
０
‐
１
１
６
‐
０
０
０
）

　

郵
便

　
　

三
春
郵
便
局

　
　
（
☎
62
‐
２
８
０
０
）

　

運
転
免
許
証

　
　

田
村
警
察
署

　
　
（
☎
62
‐
２
１
２
１
）

　

金
融
機
関

　
軽
自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車
等
の　

　
手
続
き

カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
町
で
は

カ
ー
ド
作
成
を
外
部
に
委
託
し
て
お
り
、

交
付
ま
で
に
は
約
１
か
月
ほ
ど
お
時
間
が

か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
三
春
町
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
を
し
、
交
付
を
受
け
る
前
に
転

出
を
し
て
し
ま
う
と
申
請
が
無
効
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
課　

☎
62
‐
２
１
４
７

　

転
出
さ
れ
る
方
の

う
ち
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
国
民
健
康
保
険

証
を
返
納
し
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
、
職
場
の

健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
は
、
14
日
以
内

に
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
の
際
に
必
要
な
も
の

 

・
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書

国
民
健
康
保
険
喪
失
に
必
要
な
も
の

 

・
新
し
い
会
社
の
健
康
保
険
証

令
和
３
年
２
月
福
島
県

沖
地
震
に
よ
る
支
援
の

受
付
終
了
の
お
し
ら
せ
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○
予
定
さ
れ
て
い
る
選
挙

　
　

令
和
４
年
度
は
、
７
月
25
日
任
期
満

　

了
に
伴
う
第
26
回
参
議
院
議
員
通
常

　

選
挙
・
11
月
11
日
任
期
満
了
に
伴
う
福

　

島
県
知
事
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

選
挙
期
日
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で

　

す
が
決
ま
り
次
第
、
町
広
報
紙
な
ど
で

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
応
募
期
限

　

令
和
４
年

　

３
月
31
日
（
木
）
ま
で

　
（
消
印
有
効
）

○
応
募
方
法

　
　
「
投
票
立
会
人
申
込
書
」
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
三
春
町
選
挙
管
理
委
員

　

会
事
務
局
（
役
場
庁
舎
２
階
総
務
課
内
）

　

に
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵
送
ま
た
は

　

電
子
メ
ー
ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
　

申
込
書
は
、
役
場
庁
舎
２
階
総
務
課

　

お
よ
び
役
場
庁
舎
１
階
窓
口
に
備
え
付

　

け
て
あ
り
ま
す
が
、
三
春
町
選
挙
管
理

　

委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
）
に
お
問

　

い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
申
込
書
を

　

郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

町
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
選
挙
権
の
あ
る
方

〜
選
挙
の
投
票
に

　
　
　
　
　
立
ち
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙

に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
親

し
み
の
あ
る
投
票
所
を
目
指
し
て
、
各
選

挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

○
投
票
立
会
人
っ
て
な
に
？

　
　

投
票
立
会
人
は
、
投
票
所
や
期
日
前

　

投
票
所
で
投
票
事
務
が
公
正
に
行
わ
れ

　

る
よ
う
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
く
方
の
こ

　

と
で
す
。

○
ど
ん
な
人
が
な
れ
る
の
？

　
　

選
挙
権
の
あ
る
方
で
三
春
町
の
選
挙

　

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
年
齢
・

　

性
別
・
職
業
な
ど
に
関
係
な
く
、
ど
な

　

た
で
も
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

特
に
、
若
い
方
の
選
挙
に
対
す
る
関

　

心
を
高
め
、
若
年
層
の
投
票
率
向
上
を

　

図
る
こ
と
か
ら
、
10
代
・
20
代
・
30
代

　

の
方
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て

　

い
ま
す
。

○
投
票
立
会
人
の
役
割
っ
て
な
に
？

　
　

投
票
事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う

　

立
ち
会
う
と
と
も
に
、
投
票
管
理
者
か

　

ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
意
見
を

　

述
べ
ま
す
。
主
な
仕
事
の
内
容
は
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

○
募
集
区
分

 

・
期
日
前
投
票
所 

投
票
立
会
人

 

・
投
票
日
投
票
所 

投
票
立
会
人

○
投
票
所
お
よ
び
立
会
時
間
等

　

期
日
前
投
票
所
（
予
定
）

　

・
三
春
町
役
場

　
　

時
間
／
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
８
時
ま
で

　

・
岩
江
セ
ン
タ
ー

　
　

時
間
／
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

　

・
田
村
高
校

　
　

時
間
／
午
後
３
時
か
ら
６
時
ま
で

　
各
投
票
所
（
予
定
）

　
　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　

※
立
会
時
間
中
は
、
外
出
等
に
よ
り
投

　
　

票
所
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
投
票
立
会
人
の
手
当

　
（
額
に
応
じ
て
源
泉
徴
収
を
行
い
ま
す
）

　

期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人

　

１
日
に
つ
き

　
　

９
，
６
０
０
円
（
三
春
町
役
場
）

　
　

７
，
０
０
０
円
（
岩
江
セ
ン
タ
ー
）

　
　

５
，
０
０
０
円
（
田
村
高
校
）

　

投
票
所
の
投
票
立
会
人（
投
票
日
当
日
）

　

１
日
に
つ
き　
１
０
，
９
０
０
円

○ 

選
任
ま
で
の
流
れ

　

①
応
募
さ
れ
た
方
を
三
春
町
選
挙
管
理

　
　

委
員
会
で
審
査
を
行
い「
選
挙
立
会
人

　
　

登
録
者
台
帳
」に
登
録
し
ま
す
。（
辞
退

　
　

の
申
出
が
な
い
限
り
、登
録
は
令
和
５

　
　

年
３
月
31
日
ま
で
継
続
し
ま
す
。）

　

②
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
令
和
４

　
　

年
度
に
執
行
さ
れ
る
選
挙
ご
と
に
登

　
　

録
者
の
中
か
ら
三
春
町
選
挙
管
理
委

　
　

員
会
が
選
任
し
ま
す
。（
応
募
者
多

　
　

数
の
場
合
な
ど
は
調
整
し
ま
す
。）

▼
問

　

三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
62
‐
２
１
１
１

　

政
治
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る
事
務
所

に
係
る
立
札
お
よ
び
看
板
等
に
表
示
す
る

証
票
の
有
効
期
限
が
令
和
４
年
３
月
31
日

（
木
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
新
し
い
証
票
の
交
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
請
場
所

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
役
場
庁
舎
２
階
総
務
課
内
）

○
受
付
期
間

　

３
月
１
日
（
火
）
〜
３
月
31
日
（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
平
日
の
み
）

▼
問

　

三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
62
‐
２
１
１
１

政
治
家
の
方
へ

の
お
知
ら
せ

町HP
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地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

地域とともに歩む学校！〔中学校編〕
　今月は、中学校の特色ある教育活動について紹介いたします。

　日々の授業の中には、各教科の学習の他に、「総合的な学習の時間」という時間があります。地域の方々から

協力をいただきながら、学校と地域が一体となって子どもたちに『生きる力』を育成する教育活動を行います。

　「総合的な学習の時間」においては、キャリア教育の一環として地域の方々から講話をいただき、働くことの

意義や将来の生き方、働き方について考える職業講話という学習もあります。そこでは、地域と積極的に関わる

ことを通して、地域を知ることからさらに一歩前進し、地域について考える活動や、地域で行動する活動までを

目指し、地域の一員として郷土を愛する心の醸成にも取り組んでいます。

　中郷小学校は、『心豊かで自立的精神に満ち、限りない創造を求めて輝く子ども

の育成』を教育目標に掲げ、「輝くこころ」「輝くひとみ」「輝くからだ」を身に付け
た子どもの育成を目指しています。

　新型コロナウィルス感染症予防対策に十分な配慮をしながら、日々さまざまな

活動をとおして、この目標達成のために心も頭も体も働かせている子どもたち。

その代表的な活動の一つが「滝桜を守る会」です。

　この会は、①故郷の宝である滝ザクラへの理解と関心を深めるとともに、その
よさを伝えようとする心情や姿勢を育てること②滝ザクラやその子孫の生育や周囲を取り巻く環境についての理解
を深め、行動する意欲を育むこと③全校児童で協力して滝ザクラの子孫の育成のために活動する喜びややりがいを
味わわせることを目標にしています。

　現在、今年芽吹いた滝ザクラの苗木を大切に育てている子どもたち。そして、大

正11 年（1922 年）に桜の木として初めて国の天然記念物に指定され、今年100

周年を迎える滝ザクラ。現在の保護者や地域の方々と同じように、滝ザクラがそ

こに存在しているという意味を大切に考え、そして、その地元に生きているとい

う価値を大切に育てていくことを願い、今後もこの活動を充実させていきたいと

考えます。

職業講話①（三春中） 職業講話②（三春中） 地域文化祭への協力（岩江中） 地域ボランティア活動（岩江中）

滝ザクラ観光客へのPR活動（４月）

滝ザクラの種取り（６月）
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町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

☎ ☎

※当日参加も受付けています。
※医療・介護・福祉に関するご相談に専門スタッフが対応します。
※新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、中止や変更となる場合があり
　ますので、三春病院ホームページをご覧ください。

▼問・申込　☎ 73-8180（総合相談課）

オレンジカフェ☆さくら　（毎月1回木曜日開催）
　認知症の方やそのご家族、地域の方の交流の場です。
　健康な生活のためのミニ講座や頭と体を同時に動かす体操を行っていますのでぜひご参加ください。
▶　会　場：三春町役場 2階　桜ホール
▶　参加費（お茶・お菓子代）：100 円
▶　日　時：３月 3日（木）　午前 10時～ 11時 30分
▶　内　容：健康体操、健康講座「血糖値（糖尿病）について」

　三春病院では、三春町の国民健康保険加入者（40～ 74 歳）を対象に特定健診・特定保健指
導を実施しています。

　  特定健診とは？
　　生活習慣病（がん、心臓病、脳卒中、糖尿病、高血圧、脂質異常症など）の芽をいち早く発見し、
　　効果的に予防するための検査。
　  基本的にはどんな検査をするの？
　　問診（服薬・喫煙など）、身体測定、診察、血圧、血液検査（脂質・血糖・肝機能）、尿検査（糖・
　　タンパク・潜血）

　三春病院では、保健師が中心となり管理栄養士や理学療法士などによる特定保健指導を実施
しています。対象者へは町から案内が届きますので、健康管理のため特定健診を受けましょう。

　  令和4年度の実施期間は6月 1日（水）～12月 28日（水）です。

特定健診・特定保健指導について

　助産師による授乳指導や育児相談などの産後ケアや思春期相談を行っています。

　　　　希望日の 3日前までにお申込みください。
　　　　申込書は三春病院、三春町役場、田村市役所にございます。
　　　　感染対策のため個室で対応します。風邪症状のある方は利用できません。

　　　　　　　　　▼申込・問　三春病院　診療予約
　　　　　　　　　　☎ 73-8155   FAX：62-1128　Mail：miharu ＠ hoshipital.jp

助産師外来をご利用ください

平日9:50～ 14:30
完全予約制

☎
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12
月
13
日
、
本
校
第
一
体
育
館
に
て
体
育

科
28
期
生
卒
業
研
究
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

３
年
間
の
集
大
成
と
し
て
、
自
分
が
興
味

を
持
っ
た
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
時
間
を
か

け
て
文
献
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
調
べ
、
深

く
掘
り
下
げ
、序
論
、研
究
内
容
お
よ
び
方
法
、

結
果
お
よ
び
考
察
、
結
論
と
そ
れ
ぞ
れ
分
け

て
構
成
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
一

人
ひ
と
り
が
立
派
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
毎
日
、
熱
心
に
図
書
室
で
調
べ

た
り
、
パ
ソ
コ
ン
室
を
利
用
し
て
論
文
を
作
成

し
ま
し
た
。
自
ら
興
味
を
持
つ
こ
と
に
対
し
正

面
か
ら
向
き
合
い
、
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
に

よ
り
、
自
分
が
取
り
組
ん
で
き
た
競
技
を
再

発
見
し
、
心
や
体
の
奥
深
さ
や
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

主
な
研
究
テ
ー
マ
は
左
記
の
通
り
で
す
。

「
長
距
離
界
で
ケ
ニ
ア
の
選
手
た
ち
が
速
い
理

由
」

「
陸
上
長
距
離
界
の
厚
底
シ
ュ
ー
ズ
」

「In BODY 

の
結
果
を
踏
ま
え
筋
肉
量
を
増
や

す
方
法
に
つ
い
て
」

「
野
球
に
お
け
る
ノ
ー
ア
ウ
ト
か
ら
の
四
球
と

流
れ
」

「
競
技
別
で
生
じ
る
ケ
ガ
の
違
い
や
原
因
と
そ

の
対
処
法
に
つ
い
て
」

「
呼
吸
が
心
身
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
」

　

１
月
５
日
、
福
島
市「
ふ
く
し
ん
夢
の
音
楽

堂
」に
て
朝
河
貫
一
賞
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、

本
校
か
ら
２
年
生
の
滝
田
汐
梨
さ
ん
、
大
桃

ひ
な
た
さ
ん
の
２
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

滝
田
さ
ん
は
「stand tall be proud

」
の
タ

イ
ト
ル
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）
に
つ
い

て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
ま
し
た
。
大
桃
さ

ん
は
「
今
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
環
境
、

人
権
に
つ
い
て
の
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

　

朝
河
貫
一
博
士
は
今
か
ら
１
０
０
年
以
上

前
に
「
国
際
協
調
と
世
界
平
和
こ
そ
が
人
類

の
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
る
」
こ
と
を
提
唱
し
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
世
界
に
訴
え
続
け
た
世
界

的
歴
史
学
者
で
す
。
そ
の
功
績
を
記
念
し
朝

河
博
士
の
名
を
冠
し
た
賞
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
朝
河
博
士
は
１
８
７
３
年
（
明
治
６

年
）
二
本
松
に
生
ま
れ
、
福
島
県
尋
常
中
学

校
（
現
安
積
高
校
）
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業

し
（
１
８
９
２
年
）、
東
京
専
門
学
校
（
現

早
稲
田
大
学
）
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、

国
際
社
会
の
平
和
の
提
唱
者
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
人
物
で
す
。（
１
９
４
８
年
ア

メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
に
て
74
歳
で
永
眠
。）

　

本
校
か
ら
も
国
際
問
題
に
つ
い
て
考
え
を
巡

ら
せ
、
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い
る
生
徒
達
が
在

籍
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
自
分

の
育
っ
た
環
境
を
大
切
に
し
な
が
ら
社
会
に
羽

ば
た
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
を
通
し
て
多
く
の
知
識
を
身

に
つ
け
、
感
性
を
磨
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

１
月
の
授
業
研
究
は
１
月
19
日
７
校
時
、

３
年
１
組
の
古
典
Ｂ
の
授
業
で
行
わ
れ
、
授

業
は
伊
藤
智
子
教
諭
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
生
徒
観
察
か
ら
教
員
自
身
の

学
び
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
授
業
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
授
業
研
究
終
了
後
に
は
、

参
観
者
が
生
徒
観
察
を
と
お
し
て
何
に
気
付

き
、
何
を
学
ん
だ
か
を
共
有
す
る
研
究
協
議

を
行
い
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
「
気
付
き
や

学
び
」
を
発
表
し
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
視
点
で
の
授
業
研
究
は
、
麻
布

教
育
研
究
所
の
永
島
孝
嗣
先
生
に
よ
る
ご
指

導
を
も
と
５
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
回

数
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
永
島
先
生
の
今
年
度
２
度
目
と
な

る
本
校
へ
の
ご
訪
問
と
な
り
、
研
究
協
議
終

了
後
に
は
講
話
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
講
話
で
は「
主
体
的
・
対
話
的
・
深
い
学
び
」

や
「
授
業
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
他
校
の
事
例

や
参
考
デ
ー
タ
を
交
え
な
が
ら
の
お
話
を
い
た

だ
き
、
日
々
の
授
業
の
大
切
さ
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
今
後
の
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
の
新
し
い
授
業
研
究
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
授
業

改
善
、
そ
し
て
よ
り
よ
い
学
校
改
革
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

中
井
環
さ
ん
（
２
年
４
組
）
が
、
福
島
県

水
彩
展
に
お
い
て
「
青
少
年
奨
励
賞
〈
郡
山

市
教
育
長
賞
〉」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
校
と
し
て
は
13
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り

ま
す
。

　

中
井
さ
ん
は
美
術
部
に
所
属
し
、
熱
心
に

制
作
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
受

賞
し
た
作

品
の
タ
イ

ト
ル
は「
窓

に
見
え
る

夕
焼
け
」

で
す
。

　

こ
れ
か

ら
も
、
さ

ら
な
る
活

躍
を
期
待

し
ま
す
。

　

１
月
20
日
、
図
書
館
に
て
年
間
読
書
大
賞
・

多
読
賞
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
村
高
校
図
書
館
で
は
一
年
を
通
し
て
最

も
多
く
本
を
借
り
た
生
徒
５
名
に
、
年
間
読

書
大
賞
お
よ
び
多
読
賞
を　

授
与
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
年

間
読
書
大
賞
は
橋

本
瑛
二
君
（
２

年
１
組
）
が
受
賞

し
、
多
読
賞
は
４

名
（
青
木
大
和

君
、
阿
部
裕
さ
ん
、

國
分
俊
峰
君
、
渡

辺
太
樹
君
）
が
受

賞
し
ま
し
た
。
一

番
多
い
橋
本
君
は

１
９
８
冊
の
本
を

読
ん
で
い
ま
し
た
。

☎

◆
朝
河
貫
一
賞
受
賞

◆
福
島
県
水
彩
展「
青
少
年
奨

　
励
賞〈
郡
山
市
教
育
長
賞
〉」

　
受
賞

◆
体
育
科
卒
業
研
究
発
表
会

◆
年
間
読
書
大
賞・
多
読
賞

　
表
彰
式

滝田汐梨（2-1）　大桃ひなた（2-1）

◆
授
業
研
究
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☎

研究の現場を見てみよう！

コミュタン福島　３月イベント情報
◆5日（土）・6日（日）　　　 　　飛ぶ種の模型をつくろう！
　　　　　　　　　　　　　　 　　正四面体ピラミッドランプシェードを
　　　　　　　　　　　　　　　　 つくろう！
◆12日（土）・13日（日）　　　　ピコピコカプセルをつくろう！
◆19 日（土）　　　　　　　　　　鏡で不思議な虹をつくろう
◆20 日（日）　　　　　　　　　コミュタンフェスティバル in Spring
◆21 日（祝）　　　　　　　　　鏡で不思議な虹をつくろう
◆25 日（金）～ 27 日（日）　　 　身の回りの放射線を測定してみよう！
　　　　　　　　　　　　　　　　 貝がらを使って季節の飾りをつくろう！
◆29 日（火）～ 31日（木）　　 　ペットボトル霧箱を作ろう
◆環境創造シアター国立科学博物館番組上映　宇宙138億年の旅、人類の旅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土日祝日、春休みは毎日上映！）
☆コミュタン福島についにガチャポンが登場！
　「コミュタン福島謎解きジャーニー」するとメダルがもらえるよ♪　2月15日～3月31日（木）
☆「コミュタン科学技術映像祭2022」開催！3月19日（土）から
　第62回科学技術映像祭で入賞した3作品を上映。上映スケジュール等は3月上旬頃にホームページに掲載します！
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽イベントを中止することがありますので、
　予めご了承ください。詳しくはホームページ上（https://com-fukushima.jp/）で周知させていただきます。
※環境創造シアターは、入館者間の距離を確保するため、最大入場者数を制限させていただ
　いています。
※赤外線放射温度計による検温スクリーニングにご協力ください。また、館内ではマスクを
　着用ください。

　　　　　　環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。
　　　　　　今回は国立環境研究所福島地域協働研究拠点で行っている研究内容について紹介します。

　福島県内では、2011 年の原子力発電所事故以降、基準値を超える放射能濃度により一部の淡水魚の出荷・採捕
がいまだに制限されています。このような魚類の放射能濃度が今後どのように推移していくのかを予測するため
には、それらが生息する環境の放射性物質の状況を明らかにすることが最も重要ですが、それに加えて山林から
川や湖などに流れてくる放射性物質の動きを調べることも重要です。そこ
で私は、2014 年から原発に近い地域の川やダム湖を対象に、河川水 ･湖
水や湖底に堆積した泥に含まれる放射性物質の量を測り、その濃度がどの
ような環境因子（大雨の発生、周辺の土地利用形態など）によって決めら
れているか、時間とともにどのように変化しているかを調べています。ま
た、その時系列データをもとに、数値計算モデルを使って今後の濃度を予
測するとともに、将来世界のどこかで原子力災害が起きてしまったときに
役立つ知見を残していきたい、と考えています。

○川や湖を流れている放射性物質の動きを調べ、将来を予測する

◎研究者
　国立研究開発法人国立環境研究所　福島地域協働研究拠点
　環境影響評価研究室　　辻　英樹
　広報みはるへの寄稿は 5年ぶりになりますが、この 5年間で子どもが 2人生まれて、日々に
ぎやかに過ごしています。子どもたちの世代に美しい環境を残すために何が必要なのか、福島の
大自然に教わりながら日々精進していきたいと考えています。
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　1月16日、猪苗代町の沼尻スキー場にて、新型コロナウイル
ス感染症対策を行ったうえで町民スキー教室を開催しました。
　19名の方が参加し、それぞれのレベルに合わせて講習を受
けました。
　三春スキークラブの講師が丁寧にスキーを教え、初心者の方
も楽しく滑ることが出来ました。
　町民スキー教室のほかにも、町民の皆さんの運動のきっかけ
や健康づくりにつながる教室の開催を予定していますので、ぜ
ひご参加ください。

　1月 22日、三春町民図書館で「新春おはなし会」を実施しました。
　田村高校 JRC 部と連携し、高校生がお話を繰り広げるおはなし会で、新型コロナウイルス感染症対策を行いな
がら実施しました。おはなし会当日は、親子連れなど計 10名の皆さんにご参加いただきました。
　生徒たちは短い準備期間で、熱心に練習を重ねて当日を迎えました。そのかいあって、絵本や人形劇など、さま
ざまなお話を分担して楽しく上手に演じることができました。聞いている子どもたちも喜んでいるようすでした。
　ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。

おはなし会のようす

令和 3年度町民スキー教室を開催しました

新春おはなし会を開催しました

大型絵本「りんごがドスーン」 出演した田村高校生の皆さん

このコーナーでは、最近行われた行事や三春ならではのアツい話題
などをピックアップしてお伝えしています。

パネルシアター
「まほうのそうがんきょう」

　1月 20 日、船引公民館において、１市２町（田村市、三春町、
小野町）によるツキノワグマ対策会議を開催しました。
　昨年、田村市において田村地域で初めてツキノワグマが捕獲され
て以降、三春町にも目撃情報が複数寄せられたことから、緊急時に
おける関係機関の連携体制の構築を目的として、開催しました。
　会議には、田村市と三春町と小野町、田村警察署や福島県猟友会
田村支部・小野支部が出席し、現場対応に精通している講師からツ
キノワグマが出没した際の対応について講話をいただき、参加者は
熱心に聞き入っていました。

ツキノワグマ対策会議を開催しました
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　2月 14日、富岡町に本社を置く㈱ふたば 代表取締役 遠藤秀文氏から災害対策用としてポータブル電源を寄贈い

ただきました。

　㈱ふたば様は、東日本大震災時に富岡町から郡山市に本社機能を移し、

事業を再開しており、震災当時に三春町が富岡町民の皆さんの避難受入

れなど、様々な支援を行ったことに対し、会社の創立 50 周年を機に、

これまでの支援に対する御礼という趣旨で寄付をいただいたものです。

　寄付いただきました物品は災害時などで有効に活用させていただきま

す。ありがとうございました。

※㈱ふたば様は2017年に富岡町に本社機能を戻して事業を行っています。

東日本大震災時の支援に対して
災害対策用ポータブル電源を寄贈いただきました

　２月８日、三春軟式野球スポーツ少年団の遠藤想己さん（中妻

小６年）、橋本優奈さん（岩江小６年）、伊藤瞭太さん（三春小６年）、

高橋暁さん（岩江小６年）は、三春町役場を訪れ、町長と教育長

に全国大会の優勝報告を行いました。

　４名の皆さんは、１月８日から行われた第５回 CBS 少年軟式野

球「６年生選抜大会」に選抜チームのオール田村として出場し、

見事優勝いたしました。

　2月 2日、三春町役場において献血功労表彰伝達式を行い、献

血功労団体として、日本化学工業株式会社福島第二工場様（銀色

有功章 /継続 15年以上）へ「銀色有功章の楯」と「記念品」を贈

呈しました。

　今回表彰されました日本化学工業株式会社福島第二工場様は、

多年にわたり事業所として献血にご協力いただいた功績が称えら

れました。献血へのご協力に対し、あらためて感謝申し上げます。

　大津英夫さんは、平成 15年から交通安全協会三春町連合会でご

活躍いただき、平成 27年から平成 31年までは会長を務められま

した。また、田村地区交通安全協会では現在も副会長を務められ

ています。

　大津さんは、三春町から交通事故を無くすため、各季の交通安全

期間には積極的に啓発イベントを開催するなど、交通安全活動に尽

力されており、この度この功績が認められ受章されたものです。

　受章おめでとうございます。

全国大会優勝報告会

献血功労表彰伝達式が行われました

大津英夫さんが緑十字銀賞を受章されました

前列左から遠藤さん、橋本さん、伊藤さん、高橋さん
後列左から坂本町長、橋本さん、添田教育長

左から佐藤副町長、石川工場長様

受章された大津英夫さん（中央）

災害対策用ポータブル電源を寄贈する
㈱ふたば 代表取締役 遠藤秀文氏（右）
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

延　長　業　務
▶

▶

　2003 年の春、三春町に本格的なコン
サートホール「まほら」がオープンす
るのを機に「我が町に自前のオーケス
トラを作ろう」「若手音楽家の演奏を支
援しよう」「学校での音楽教育を応援し
よう」という有志の思いから 2002 年
に実行委員会が立ち上がり、2003 年に
三春アンサンブル支援会が設立、同年
「三春アンサンブル弦楽四重奏」が結成。
　今回は、ゲストに郡山市出身で、東
京をはじめ各地で活躍されている若き
ピアニストの渡邊拓也氏を迎え、独奏
はもちろん三春弦楽合奏団との共演も
ある、三春アンサンブル支援会第 47回

コンサートが開催されます。ぜひご来場ください。

○日時：3月 13日（日）　　　○場所：三春交流館「まほら」まほらホール
○開場：午後 1時 30分　　　 ○開演：午後 2時
○料金：全 席 自 由 1,500 円　高校生以下 1,000 円
　　　　小学生以下無料
　　　　（みはるスタンプ会の「満点カード」1枚 500 円としてご利用いた
　　　　だけます。）
チケット取り扱い窓口：三春交流館「まほら」
　電話でのご予約、公演に関するお問い合わせは主催者「三春アンサンブル
支援会」080-6016-0218（井上）までご連絡ください。

三春アンサンブル支援会第47回コンサート
三春弦楽合奏団＆渡邊拓也ワールド

M-NAVI 交流館NEWS
3月のイベント情報

▼問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

郡山市出身のピアニスト渡邊拓也氏をゲストに
迎え、三春アンサンブル支援会第47回コンサー
トを開催します。内容は、ショパンから創作曲の
独奏、さらにバイオリンとピアノ、三春弦楽合奏
団との共演もあります。

三春アンサンブル支援会第47回コンサート「三春弦楽合奏団＆渡邊拓也ワールド」
【三春アンサンブル支援会（井上）：080-6016-0218】

開演：午後2時
（開場：午後1時30分）
まほらホール
大人1,500円

高校生以下1,000円
小学生以下無料 自由席

3月／
13日（日）
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冬季企画展「河野広中の書―無得居士の揮毫―」
13日まで開催中

　歴史民俗資料館では、河野広中の没後 100 年を前に、広中の書を集めた企画展を開催しています。

　今回の展示で異彩を放っているのが、2つの大きな幟です。鍾馗図幟は、和紙を貼り合せた高さ約 5ｍの幟に、大

きな筆で鍾馗を描いたもので河野家に伝わったものです。祭礼幟は、高さ約 9ｍの布製で、大正 10年に平沢の見渡

神社に奉納されたものですが、残念ながら複製品で、広中直筆の幟を作り直したようです。昨年の秋祭りシーズンに町

内の神社を回ると、御祭・七草木・貝山・滝・蛇石・斎藤・沼沢の7つの鎮守に、

広中筆の幟が翻っていました。明治初期に神官も勤めた広中は、あちこちの神社の

幟も揮毫したようで、それが各地で大切に複製・継承されたようです。

　なお、資料館では没後 100 年に向けて、河野広中の資料を探しています。河

野の書や手紙、関係する資料をお持ちの方は、是非お知らせください。

◯期　　間　3月 13日（日）まで
◯時　　間　午前 9時から午後 4時 30分まで（入館は 4時まで）
◯休 館 日　月曜日
◯入 館 料　一般・大学生等：300 円　小中高校生等：150 円
◇展示解説　3月 5日（土）の午前 10時から

▼問・申込　歴史民俗資料館　☎ 62-5263

河野広中の生涯　その 3　尊王派と戊辰戦争

　慶應3年（1867）10月に将軍徳川慶喜が大政奉還を上奏、12月には王政復古の政変が起き、年明けに勃発し
た鳥羽伏見の戦いの結果、旧幕府と会津・庄内藩等を賊軍として、追討令が出されます。
　三春藩も仙台藩を頂点とする奥羽追討軍に組織され、会津征伐に加わります。これに勢いを得た三春の尊王派
郷士たちは、川前紫渓を通じて、仙台藩の尊王派と連携しました。また、詳細は不明ですが、真田家の秘法によ
るという紙製の大砲 2門、小銃 50 挺を製造し、河野広中などは「天に二日無し、地に二王無し（太陽はひとつし
かないように、王も1人である）」と記した陣羽織を準備しました。
　しかし、閏4月に奥羽諸藩の家老が白石に集められ、会津藩救済嘆願書に署名し、新政府に提出しますが、却
下されます。この結果、会津を含めた奥羽越諸藩の相互救援同盟へと発展しました。
　大勢が一変したため、三春の尊王派は幼い藩主や、後に列藩同盟の盟主に仕立てられる輪王寺宮を奪出し、官
軍に投降する計画を立てますが、実行には至りませんでした。
　そうしている間に、棚倉が新政府軍の手に落ちます。そこで、尊王派から棚倉へ使節派遣が検討されますが、
広中は風采が異常で人目を引くという理由で外され、兄・広胖と影山東吾らが、釜子陣屋付近（白河市東）で薩摩
陣に投降しました。そして、薩摩から長州、土佐陣へとたらい回しにされ、ようやく参謀の板垣退助が面会に応じ
ました。しかし、板垣は藩の決定権のある人物を連れてくるよう求めます。これを不憫に思った土佐断金隊の隊長・
美正貫一郎は、広胖らを入隊させ、地図製作などに当たらせた後、三春へ帰します。
　広胖は、尊王派の盟主である秋田主計らを連れて棚倉を再訪すると、白河・平を陥とした新政府軍は、三春へ
の進軍を計画します。その後、広中を含め三春の尊王派郷士が次々
と断金隊に入隊する中、新政府軍は7月23日に、平と棚倉、白河
の三方から軍を進めました。これを迎え撃つために、三春城下に駐
留していた同盟諸藩の軍勢は、26日朝まで出陣します。これで足か
せがなくなったので、藩主名代の秋田主税が、貝山に滞陣する土佐陣
へ投降し、無血開城を果たしました。
　なお、貝山で三春攻撃を留めたのが美正だったといいますが、そ
のせいで美正は腰抜けだと噂されました。そこで美正は、汚名返上
しようと、翌日の阿武隈川渡河で先頭を進み、対岸から銃撃され戦
死しました。維新後、美正を慕った広中らは、美正神社を建立して供
養をしました。 天無二日　地無二王」と記された羽織
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趣
味
・
教
養

子
ど
も
・
親
子

〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉
対　象行　事 日　時 場　所

3月8日（火）　午前11時～11時30分絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦 町民図書館

　※今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により変更になる場合があります。

図書館・子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします

〈子育て支援センター　☎ 62-0555〉
★開館日時 : 火曜日～金曜日（午前9時～午後4時 30分）　土曜日（午前9時 30分～正午、午後1時～午後4時）
★子育て支援センターでは、一時預かり事業も行っています。詳細については、子育て支援センターまでお問い合わせください。

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）

就学前の3月生まれ
のお子さんと保護者

手作りの誕生カードを準備していますので、身長・体重を記入した
り、手形を押したりして仕上げていきます。
※当日、参加できなくても誕生カードを差し上げますので予約を
お願いします。

お誕生会
3月生まれ（要予約）

3月24日（木）
午前11時30分～
11時45分
申込期限3月17日（木）

0歳～1歳位までの
お子さんと保護者

体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの時間を
持ってみませんか。離乳食講座の時間があります。栄養士さんから
具体的に話が聞けます。
母子手帳・バスタオルをご持参ください。

のびのびの日
3月25日（金）
午前10時～正午

子育て
支援センター

保育士と一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。おはなし“あのね”
3月2日（水）
午前11時30分から

就学前のお子さん
と保護者

季節のせいさくを親子で自由につくって持ち帰ります。たのしいせいさく 3月18日（金）
就学前のお子さん
と保護者

運動指導士の方と一緒に親子で楽しく体を使った遊びをします。
水分補給の為、水またはお茶をご持参ください。おやこ運動遊び教室

3月9日（水）
10時15分～11時30分
申込期限3月2日（水）

1歳～3歳までの
お子さんと保護者

〈子育て支援課　☎ 62-0055　FAX62-3232〉

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）

3～4か月児 令和3年11月11日
～12月10日生まれ

母子手帳、問診票、子どもノート、大きめ
のバスタオル

3月15日（火）
個別に案内

三春町保健センター

9～10か月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル
令和3年5月1日
～5月31日生まれ

3月23日（水）
個別に案内 町立三春病院

1歳6か月児
母子手帳、問診票、大きめのバスタオル、
タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き用歯ブラシ、
コップ

令和2年8月1日
～8月31日生まれ

3月17日（木）
個別に案内 三春町保健センター

3歳6か月児
母子手帳、問診票、尿、大きめのバス
タオル、タオル、歯ブラシ、仕上げ磨き
用歯ブラシ、コップ

平成30年9月1日
～9月30日生まれ

3月16日（水）
個別に案内 三春町保健センター
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子
育
て
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
や
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
等
を
、
専
門
家
に

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
相
談
日
の
２
日
前
ま
で

（
休
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
ま
で
）

に
子
育
て
支
援
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
、完
全
予
約
制
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
保
健
師
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

○
場
所

　

役
場
庁
舎
１
階　

相
談
室

○
お
願
い

 

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し

　

 

ま
す
。

 

・
予
約
日
の
過
去
２
週
間
以
内
に

　

 

感
染
拡
大
地
域
に
滞
在
し
た
場

　

 

合
や
、発
熱
、喉
の
痛
み
、頭
痛
、

　

 

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

 

あ
る
場
合
は
、
来
所
前
に
ご
相

　

 

談
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

℻
62
‐
３
２
３
２

「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」

実
施
の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ

れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。
自
由
に
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
、
助

産
師
や
保
健
師
に
相
談
を
し
た

り
、
同
じ
子
育
て
を
し
て
い
る
方

と
お
話
を
し
ま
せ
ん
か
？　

参
加

は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◯
対
象 

現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　

 

産
後
１
年
以
内
の
マ
マ

　
　
　

 

お
よ
び
対
象
者
の
ご
家
族

◯
内
容

　

・
産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

　

・
乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の

　
　

相
談

　

・
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
・
身
長
の

　
　

発
育
確
認

　

・
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

　
　

つ
い
て
の
相
談

　

・
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

　
　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

◯
日
時

　

３
月
10
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◯
場
所

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

◯
持
っ
て
来
る
物

　

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
粉

　

ミ
ル
ク
や
お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ
ん

　

に
必
要
な
物

○
ス
タ
ッ
フ

　

助
産
師
、
保
健
師
、
保
育
士

○
そ
の
他 

参
加
は
無
料
で
す
の
で
、

　

３
月
８
日
（
火
）
ま
で
に
子
育

　

て
支
援
課
へ
電
話
で
お
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

母
子
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

認
可
外
保
育
施
設
に
通
わ
れ
て
い

る
方
へ
施
設
等
利
用
費
無
償
化
の

手
続
き
の
お
知
ら
せ

　

町
外
の
認
可
外
保
育
施
設
を
利

用
し
て
い
る
お
子
様
は
、
町
か
ら

保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け
た

場
合
、
施
設
の
利
用
料
を
無
償
化

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
い

内
容
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　
（
令
和
４
年
４
月
２
日
現
在
）

 

・
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
（
平
成
28

　

年
４
月
２
日
〜
平
成
31
年
４
月

　

１
日
生
ま
れ
）
ま
で
の
子
ど
も

子
ど
も
・
親
子

　

で
、保
育
の
必
要
性
の
認
定
（
保

　

護
者
の
就
労
な
ど
）
を
受
け
た

　

方

 

・
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
（
平
成
31

　

年
４
月
２
日
〜
令
和
３
年
９
月

　

30
日
生
ま
れ
）
は
住
民
税
非
課

　

税
世
帯
の
子
ど
も
で
、
保
育
の

　

必
要
性
の
認
定
（
保
護
者
の
就

　

労
な
ど
）
を
受
け
た
方

○
提
出
書
類

　

子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用

　

給
付
認
定
申
請
書

　

保
護
者
の
就
労
証
明
書
な
ど

○
提
出
先

　

子
育
て
支
援
課

　
（
役
場
庁
舎
１
階
）

○
対
象
施
設

　

認
可
外
保
育
所
、
一
時
預
か
り

　

事
業
、
病
児
保
育
事
業
、
フ
ァ

　

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
（
保
育
）

○
無
償
化
の
内
容

　

施
設
利
用
料
に
応
じ
て
、
３
歳

　

児
か
ら
５
歳
児
の
子
ど
も
は
、

　

月
額
３
７
，
０
０
０
円
、
０
歳

　

児
か
ら
２
歳
児
の
子
ど
も
（
住

　

民
税
非
課
税
世
帯
）
は
、
月
額

　

４
２
，
０
０
０
円
ま
で
の
利
用

　

料
が
無
償
化
の
対
象
に
な
り
ま

　

す
。
利
用
し
た
金
額
が
こ
れ
に

　

満
た
な
い
場
合
は
、
そ
の
金
額

　

が
上
限
に
な
り
ま
す
。

▼
問

　

子
育
て
支
援
課

　

保
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

13:10～14：10
②14:30～15：30 横山美香先生23日㈬

① 9:10～10：10
②10:30～11：30 久保木優紀先生11日㈮

3月

時　間 公認心理師開催日

学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

令
和
３
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
令
和
４
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、

３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印

字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納

付
特
例
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い

る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
返
送
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
の
申
請

が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、
在

学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

の
添
付
は
不
要
で
す
。）

　

な
お
、
令
和
４
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

納
付
書
を
作
成
し
て
送
付
し
ま

す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

日
本
年
金
機
構

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

年　
金
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子
ど
も
・
親
子

年　

金

暮
ら
し

世
帯
状
況
等
が
変
わ
ら
れ
た
方
へ

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が

一
定
基
準
以
下
の
、
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

ま
だ
受
給
し
て
い
な
い
方
で
、

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

方
は
、
請
求
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
す
で
に
受
給
し
て
い
る
方
は
手

　

続
不
要
で
す
。

○
対
象
と
な
る
方

　
◇
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

　
　
い
る
方
で
次
の
要
件
を
全
て

　
　
満
た
し
て
い
る
方

　

・
65
歳
以
上

　

・
世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課

　
　

税

　

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の

　
　

他
の
所
得
額
の
合
計
が
約

　
　

88
万
円
以
下

○
請
求
手
続
き

　

年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で
請

　

求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
個
人
番
号
か
基
礎
年
金
番
号

　
　

が
わ
か
る
も
の
お
よ
び
本
人

　
　

確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参

　
　

く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
７
５
０
‐
05
‐
１
１
６
５

暮
ら
し

住宅火災を予防しよう
　３月１日から７日は、春の火災予防運動です。
　＜住宅防火　いのちを守る　10のポイント＞
　４つの習慣
○寝たばこは絶対にしない、させない
○ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
○こんろを使うときは、火のそばを離れない
○コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く
　６つの対策
○火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する
○火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する
○火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類およびカーテンは防炎品を使用する
○火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく
○お年寄りや身体の不自由な方は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく
○防火防災訓練へ参加し、地域ぐるみの防火対策を行う

地震への備え
　家具の転倒防止とともに、火災対策をとりましょう。
○通電火災を防ぐために、感振ブレーカーを設置しましょう
○暖房器具の周りは整理整頓し、燃えやすい物を置かないようにしましょう
○消火器を設置し、使い方を確認しましょう
○住宅用火災警報器を正しく設置し、定期的に点検しましょう

▼問　郡山消防本部予防課　☎ 024 -923 - 8172

Ｎｅｔ119緊急通報システム登録者を随時募集しています
○Net119緊急通報システムとは
　聴覚、音声・言語機能またはそしゃく機能の障がい等により音声通話が困難である方が、スマートフォン等に
　よるインターネット機能を利用して、簡単な操作で素早く119 番通報することができるシステムです。
○対象者
　郡山市・田村市・三春町・小野町に在住、通勤または通学している聴覚、音声・言語機能またはそしゃく
　機能の障がい等により音声通話が困難な方
○申込先
　郡山消防本部通信指令課または各市町福祉担当窓口（三春町では保健福祉課窓口）
○申込みに必要なもの
 ・Net119 緊急通報システム利用登録申請書兼同意書
　（郡山消防本部ホームページからダウンロードできます。または、三春町役場保健福祉課に準備してあります。）
 ・携帯電話またはスマートフォン、タブレット端末等インターネットに接続できるもの（一部の機種では登録できな
　いことがあります。）

▼問　郡山消防本部　通信指令課　　　　　　　　　　　 　
　☎ 024 - 933 - 2400　FAX024 - 923 - 1910　　　　　
　E-mail: tsushin@shobo.koriyama.fukushima.jp

E-mail
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　町では、近年の降雪量や降雨量の減少によって、これまで生活用水として使用していた井戸が使用できな

くなり、生活用水を確保するため、新たに井戸を整備する方に対し、整備費用の一部を補助しています。

　なお、個々に状況が異なると思われますので、申請を希望される方は補助要件を考慮したうえで、事前に

住民課生活環境グループまでご相談ください。

○補助対象地域
　　給水区域以外の区域、または給水区域であっても配水管の布設が著しく困難であるなど町長が特別と認

　める区域

○補助対象者
　　対象地域内において、既存の井戸が枯渇または汚染し、飲用水等の確保が困難になった場合、またはそ

　の恐れがある場合に、新たに井戸の整備を行う方（共同で整備を行う団体等を含む）

　　なお、申請前に工事に着手した方は補助対象外となりますのでご注意ください。

　　※町内の業者に依頼して井戸の整備を行うことが条件です。

○補助対象経費
　ボーリング工事（深井戸の設置）および以下の付帯工事が補助対象経費です。
　　①取水管工事費

　　②ポンプ設置工事費

　　③貯水タンク設置工事費

　　④浄水器設置工事費（対象経費となるのは１台まで）

　　⑤水質検査費（井戸設置時および浄水器設置後、いずれも１回まで）

　　※井戸から建物までの給水管布設工事および電気工事（ポンプ設置の必要最低限のものは除く）は補助

　　　対象経費外です。

○その他
　　その他の事項につきましては、三春町生活用水確保対策等整備事業補助金交付要綱の規定に基づき、予

　算の範囲内で補助金を交付します。詳しくは下記QRから町ホームページをご覧ください。

▼問　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

井戸ボーリングの整備に関する助成について
（三春町生活用水確保対策等整備事業補助金）

町HP

水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
回
、
３
月
の
検
針
と
し
て
、

検
針
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
能

率
的
に
検
針
で
き
る
よ
う
、
次
の

点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

・
犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し

込
み
を
す
る
と
、
ご
指
定
の
預
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
水
道
料
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
各
取
扱
金
融
機

関
へ
、
金
融
機
関
届
出
印
鑑
と
通

帳
を
持
参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

　

東
邦
銀
行
・
福
島
さ
く
ら
農
協
・

　

大
東
銀
行
・
福
島
銀
行
・
郡
山

　

信
用
金
庫
・
東
北
労
働
金
庫
各

　

本
支
店
、
郵
便
局

▼
問

　

企
業
局

　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
５
０
０
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暮
ら
し

　この度、三春町と三春町商工会 PRを目的として、それぞれのマスコットキャラクター
である「こまりん」と、「めごみちゃん」の LINE スタンプが作成されました。
　このスタンプのデザインは、町と包括連携協定を締結している、国際アート&デザイン大学校様に提供し
ていただいたものです。
　令和４年３月１日から発売開始予定ですので、ぜひ LINE からチェックしてみてください！
　第二弾、第三弾も鋭意作成中！

▼問　三春町商工会青年部　☎ 62-3523

こまりん×めごみちゃんの
オリジナルスタンプを発売します！

「さくらの里クリーンアップ作戦」に
ご参加ください

　三春ダムの貯水池、さくら湖の周囲や大滝根川流域には、滝桜をはじめ桜の名所が多くあります。
　さくら湖においでいただいた方々に快適に桜を観賞していただけるよう、さくら湖流域協働ネットワーク
主催による「さくらの里クリーンアップ作戦」を実施していますので、多くの町民の皆様のご参加をお願い
します。
　なお新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行ったうえで実施しますが、今後の感染拡大状況によっては
中止の場合もあります。
○実施日時
　４月９日（土）午前９時～ 11時
○集合場所
　三春ダム管理所駐車場
　（午前８時 30分から受付開始）
○申込方法
　申込書をＦＡＸするか、電話で申し込んでください。
　申込書は三春交流館「まほら」、町民図書館、役場住民課窓口に準備してあります。※大滝根川コース（田村市）
　もあります。
○主催
　さくら湖流域協働ネットワーク
○後援
　三春町 ／田村市／ 郡山市／国土交通省 東北地方整備局 三春ダム管理所
○協力
　三春ダム維持管理協議会／大滝根川流域生活排水対策推進協議会（郡山市・田村市・三春町）
○協賛
　㈱三春まちづくり公社／スカイパレスときわ／あぶくま洞管理事務所

▼問・申込　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　さくら湖流域協働ネットワーク（三春ダム管理所管理係内）
　☎ 62-3145　FAX62-3170　　　　　　　　　　　　　 

町HP
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令
和
４
年
三
春
町
議
会
定
例
会

３
月
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

○
３
月
会
議
開
催
時
期
（
予
定
）

　

３
月
１
日
（
火
）
〜
11
日
（
金
）

 

・
会
議
の
詳
し
い
日
程
は
、
２
月

　

28
日
の
新
聞
折
込
み
お
よ
び
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

　

す
。

 

・
一
般
質
問
は
３
月
２
日
（
水
）

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
一
般
質
問

　

の
様
子
は
、
役
場
庁
舎
３
階
議

　

場
お
よ
び
２
階
桜
ホ
ー
ル
に
て

　

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

拡
大
防
止
の
た
め
、
傍
聴
に
お

　

越
し
の
際
は
、
感
染
予
防
に
ご

　

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

・
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
す
る
場

　

合
は
、
事
前
に
議
会
事
務
局
に

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

議
会
事
務
局

　

☎
62
‐
８
１
２
４

　

℻
61
‐
２
３
１
０

令
和
３
年
度
消
費
生
活
無
料
法
律

相
談

　

県
で
は
多
重
債
務
問
題
や
契
約

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
消
費
生
活

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
法
律
の

専
門
家
に
よ
る
相
談
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

○
県
中
地
方
振
興
局
で
の
無
料
法

　
律
相
談

　

１　
相
談
日

　
　
　

３
月
８
日
（
火
）（
弁
護
士
）

　

２　
相
談
時
間

　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

　
　
　
（
一
人
あ
た
り
30
分
）

　

３　
相
談
方
法　
電
話
相
談

　

４　
会
場

　
　
　

郡
山
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

　
　
　

２
階
第
４
会
議
室

　
　
　
（
郡
山
市
麓
山
１
‐
１
‐
１
）

　

５　
予
約
先

　
　
　

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

　
　
　

左
記
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

県
中
地
方
振
興
局

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
９
５

令
和
４
年
度
三
春
町
生
涯
学
習
活

動
団
体
の
申
請
受
付
に
つ
い
て

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
令
和
４
年

度
の
三
春
町
生
涯
学
習
活
動
団
体

の
申
請
を
受
付
し
ま
す
。

　

技
術
の
習
得
や
教
養
を
高
め
た

り
、
生
活
を
充
実
さ
せ
た
り
、
地

域
を
よ
り
よ
く
し
た
り
す
る
た
め

に
学
習
・
文
化
活
動
を
行
い
、
町

の
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
団
体
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
登
録
さ
れ
て
い

る
団
体
に
は
、
説
明
会
で
配
布
し

た
資
料
に
従
っ
て
申
請
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
団
体
で
、
希
望
さ
れ
る
団
体
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
請

　

生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　

も
し
あ
な
た
が
悩
み
を
抱
え
て

い
た
ら
、
も
し
あ
な
た
の
周
り

に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
話
相
談

 

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ

　

ヤ
ル
（
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６

　
新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト

は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

『かすみ川の人魚』
長谷川　まりる／作　講談社

『病気にならない掃除術』
松本　忠男／著　幻冬舎

小学五年のころの苦い思い出。
川でみつけた生き物は魚の体、
人間の上半身に人の頭。男か女
かわからない、ちょっと不気味
な人魚？ぼくは友だちと、内緒で
飼って観察をはじめたけれど…。
人魚の正体は、なんだったのか。

清掃業者のマネージャーを35
年勤めている著者が、「危険な
ホコリ」を取り除く、拭き掃除
の方法を教えます。「いままで
やっていた掃除は間違ってい
る」と断じる著者の、新しい時
代の掃除術。

ひ
と
り
旅
日
和
３
（
秋
川
滝
美
）
／
黒
白
の一
族
（
明
野
照
葉
）
／
新
し
い
世
界
で

（
石
持
浅
海
）
／
塞
王
の
楯
（
今
村
翔
吾
）
／
薔
薇
色
の
門　
誘
惑
（
遠
藤
周
作
）

／
愚
か
な
薔
薇
（
恩
田
陸
）
／
吾
妻
お
も
か
げ
（
梶
よ
う
子
）
／
Ｒ
．Ｉ
．Ｐ
（
久

坂
部
羊
）
／
倉
橋
惣
三
物
語　
上
皇
さ
ま
の
教
育
係
（
倉
橋
耀
子
・
倉
橋
麻
生
）

／
ジ
ミ
ー
・
ハ
ワ
ー
ド
の
ジ
ッ
ポ
ー
（
柴
田
哲
孝
）
／
お
と
ぎ
カ
ン
パ
ニ
ー　
モ

ン
ス
タ
ー
編（
田
丸
雅
智
）／
お
わ
か
れ
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト（
中
山
七
里
）／
ヘ
ビ
、

ハ
チ
、ム
カ
デ
は
至
宝
を
隠
す
（
浜
矢
ス
バ
ル
）
／
さ
も
な
く
ば
黙
れ
（
平
山
瑞
穂
）

／
き
り
き
り
舞
い
の
さ
よ
う
な
ら（
諸
田
玲
子
）／
火
守（
劉
慈
欣　
池
澤
春
菜
訳
）

／
ピ
ー
タ
ー
卿
の
遺
体
検
分
記
（
ド
ロ
シ
ー
・
Ｌ
・
セ
イ
ヤ
ー
ズ　
井
伊
順
彦
訳
）

読
み
物
・
文
芸

※新着コーナーには 3月３日（木）に並びます。
▼問　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026
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※
電
話
を
か
け
た
所
在
地
の
公

　
　

的
な
相
談
機
関
に
接
続
さ
れ

　
　

ま
す
。

・
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（
24
時
間
対
応
）

　

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
２
２
６

　
　
（
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島

　
　

県
か
ら
か
け
る
場
合
）

　

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

　
　
（
３
県
以
外
の
都
道
府
県
か

　
　

ら
か
け
る
場
合
）

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

　

ま
も
ろ
う
よ
こ
こ
ろ　
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
選
挙
啓
発
書
道
展
を

開
催
し
ま
す

　

選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
募
集
を

行
っ
た
、「
令
和
３
年
度
選
挙
啓
発

書
道
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

す
ば
ら
し
い
作
品
の
数
々
を
、
是

非
ご
来
場
の
う
え
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
展
示
さ
れ
る
作
品
は
、
各
学
校

　

で
の
一
次
審
査
後
の
作
品
で
す
。

○
展
示
期
間

　

３
月
22
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

　

３
月
23
日
（
水
）
午
後
５
時

○
展
示
会
場

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

ホ
ワ
イ
エ

暮
ら
し

募　
集募　

集

　三春町パークゴルフ愛好会を結成しました。

　皆さん、パークゴルフで楽しくプレーしませんか！

　田村市にパークゴルフ場がオープンし、遠くまで行か

なくともパークゴルフが楽しめるようになりました。

　パークゴルフの良いところは、①３世代で楽しめるこ

と②プレー料金が安いこと③高齢者の体力増進につなが

ることの３つです。

　月に２回、みんなでプレーを楽しんでいます。さらに

多くの仲間と交流を深めたいと思います。

　この機会にパークゴルフを始め、体力の維持・向上や、

仲間と楽しい時間を過ごしませんか？

　人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を実施します。

　なお、申込方法や受験資格等の詳しい内容については、人事院ホームページまたは下記までお問い合わせ
ください。

▼問　人事院東北事務局　第二課　試験係　☎０２２-２２１ -２０２２

三春町パークゴルフ愛好会会員募集

国家公務員採用試験のお知らせ

▼問　渡辺　敏（七草木）　☎０９０-４８８５-３０９６　（午後３時～午後９時）

申込受付期間 第1次試験日

4月24日（日）

6月12日（日）

9月 4日（日）

試験名
総合職

（院卒者・大卒程度）

一般職
（大卒程度）

一般職
（高卒者）

【インターネット】
3月18日（金）午前9時～
4月 4日（月）［受信有効］

【インターネット】
6月20日（月）午前9時～
6月29日（水）［受信有効］

人事院HP
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国
家
公
務
員
「
国
税
専
門
官
採
用

試
験
」（
大
学
卒
業
程
度
）の
お
知

ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を

支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税

務
署
等
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・

検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

○
受
験
資
格

　

１　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま

　
　
　

れ
の
者

　

２　

平
成
13
年
４
月
２
日
以
降

　
　
　

生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ

　
　
　

る
も
の

　
　
⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

　
　
　

令
和
５
年
３
月
ま
で
に
大
学

　
　
　

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　
　

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者

　
　
　

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

　
　
　

認
め
る
者

○
受
験
申
込
受
付
期
間

　

３
月
18
日
（
金
）
か
ら

　

４
月
４
日
（
月
）
ま
で

○
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
申
込
み
と
す
る
。

　

国
家
公
務
員
試
験

　

採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

○
第
１
次
試
験
日

　

６
月
５
日
（
日
）

▼
問

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係

　

☎
０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１

　
　

内
線
３
２
３
６

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

☎
０
２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会

会
員
募
集
中

　

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
は
、

町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
名
所
旧

跡
、
文
化
財
等
の
案
内
を
通
じ
て
、

町
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
な
ど
を

紹
介
・
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
三
春
滝
ザ
ク
ラ
天
然
記
念
物
指

定
１
０
０
周
年
の
年
で
も
あ
り
、

さ
ら
に
三
春
町
の
魅
力
に
つ
い
て

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
は
、

随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
事
務
局

　
（
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
観
光
部
）

　

☎
62
‐
３
６
９
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
会

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
日
時

　

３
月
16
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

○
場
所

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な

　

ら
ど
な
た
で
も
加
入
い
た
だ
け

　

ま
す
。

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
扱

　
う
仕
事
（
例
）

　

施
設
の
清
掃
管
理
、
除
草
、
墓

　

地
清
掃
、
障
子
・
網
戸
の
張
替

　

え
、
手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木

　

工
品
、
手
芸
品
）
の
制
作
販
売

　

な
ど

▼
問

　

三
春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
三
春
町
字
南
町
21
‐
１
）

　

☎
62
‐
７
３
０
８

広　
告　
欄

町
営
住
宅
（
公
営
住
宅
）
入
居
者

募
集

　

町
営
住
宅
（
公
営
住
宅
）
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。

　

敷
金
は
、
家
賃
の
３
か
月
分
で

す
。
入
居
の
際
は
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

　

家
賃
と
は
別
に
、
駐
車
場
使
用

料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
募
集
す
る
団
地　
公
営
住
宅

八雲団地　2号棟
（中耐4階建・S52年）

所在地：小浜海道100
家賃：11,500円～22,500円 3DK 有

(1台)
1戸

（3階 302号室）

駅南ヶ丘団地　57号棟
（中耐4階建・S57年）

所在地：八島台五丁目1-3
家賃：15,000円～29,500円 3DK 無 1戸

（3階 307号室）

団地名/構造・建築年 所在地・家賃 間取り 募集戸数駐車場

※駐車場使用料は2,000円/月

広告欄
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募　

集

広　
告　
欄

○
入
居
資
格

⑴
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
・
内

　

縁
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。（
単

　

身
で
申
込
で
き
る
例
外
有
り
）

⑵
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

　

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

⑶
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民

　

健
康
保
険
税
、
軽
自
動
車
税
を

　

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑷
世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

 

・
公
営
住
宅

　
（
ア
）
一
般
世
帯　

月
額
所
得
が

　
　
　
　
１
５
８
，０
０
０
円
以
下

　
（
イ
）
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
小

　
　
　

  

学
校
就
学
前
の
子
供
が

　
　
　

  

い
る
世
帯　

月
額
所
得
が

　
　
　

  

２
１
４
，０
０
０
円
以
下

⑸
入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ

　

う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で

　

な
い
こ
と
。

○
注
意
事
項

⑴
住
宅
等
を
所
有
し
て
い
る
方
は

　

原
則
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

⑵
離
婚
が
成
立
し
て
い
な
い
配
偶

　

者
と
別
居
し
て
の
申
込
は
原
則

　

認
め
て
い
ま
せ
ん
。

⑶
単
身
赴
任
に
よ
る
別
居
は
住
宅

　

に
困
窮
し
て
い
る
と
は
言
え
な

　

い
た
め
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

○
申
込
方
法

　

建
設
課
建
築
グ
ル
ー
プ
に
備
え

　

付
け
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

郵
送
や
電
話
で
の
申
込
や
申
込

　

物
件
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
申
込
期
間

　

３
月
14
日
（
月
）〜
18
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　

ま
で

○
提
出
書
類

　

入
居
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

　

は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
最
新
の
所
得
証
明
書
（
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
の
記
入
に
よ
っ
て
省
略

　

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

⑵
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
こ

　

と
を
証
す
る
書
類
（
市
町
村
長

　

等
が
発
行
す
る
納
税
証
明
書
）

⑶
入
居
者
全
員
の
住
民
票

○
選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
を
受
理
し
た
件
数

　

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に

　

つ
い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者

　

選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
入
居

　

者
を
決
定
し
ま
す
。

○
入
居
予
定
時
期

　

令
和
４
年
４
月
中
旬

▼
問
・
申
込

　

建
設
課　

建
築
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
１
３

健　
康

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
一

定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
は
医
療
費

の
窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
、
一
定

以
上
の
所
得
の
あ
る
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
の
方
は
、
窓
口
負

担
割
合
３
割
の
方
を
除
き
窓
口
負

担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま
す
。
対

象
は
、
課
税
所
得
が
28
万
円
以
上

か
つ
単
身
世
帯
で
は
年
間
収
入
等
が

２
０
０
万
円
以
上
の
方
、
複
数
世

帯
で
は
年
間
収
入
等
が
３
２
０
万

円
以
上
の
方
が
属
す
る
世
帯
の
方
に

な
り
ま
す
。
窓
口
負
担
が
２
割
と
な

る
方
に
は
、
３
年
間
負
担
を
抑
え

る
配
慮
措
置
が
あ
り
ま
す
。

▼
問

　

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合

　

☎
０
２
４
‐
５
２
８
‐
９
０
２
５

　

住
民
課　

国
保
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
で

は
、
認
知
症
高

齢
者
等
に
や
さ

し
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座

を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
を
対
象

と
し
て
、

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
具
体

　
的
に
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
？

○
認
知
症
へ
の
知
識
や
認
知
症
の

　
方
へ
の
接
し
方
を
学
び
た
い
！

○
地
域
で
活
動
で
き
る
機
会
は
な

　
い
か
？

　

と
い
っ
た
、
認
知
症
に
関
す
る

内
容
を
さ
ら
に
深
く
学
ぶ
「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

１ 

日
時

　

 

３
月
25
日
（
金
）

　

 

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

２ 

場
所

　

 

役
場
庁
舎
２
階　

大
会
議
室

３ 

対
象
者

　

 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

  

の
受
講
が
終
了
し
て
い
る
方

４ 

特
典

　

 

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
受
講
証

　

 

と
サ
ポ
ー
タ
ー
バ
ッ
チ
を
進
呈

　

  

し
ま
す
。

５ 

参
加
料　
無
料

６ 

定
員　
30
名

７ 

申
込　
３
月
16
日（
水
）ま
で

※
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

　

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
応

　

じ
て
変
更
・
中
止
す
る
場
合
も
あ

　

り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

▼
問
・
申
込

　

保
健
福
祉
課

　

介
護
保
険
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
１
６
６

健　

康

広告欄
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健康・栄養コラム
朝食を食べていますか？

　三春町の子どもたちの朝食摂取率は、県の調査によ

ると、小学校 98.4％、中学校 98.1％となっており、小

学校では県平均と同率、中学校では県平均を上回って

いる状況です。

　しかし、朝食の内容をみてみると、例えば朝食に

汁物を食べた子どもの割合は小学校 38.7％、中学校

51.9％となっており、県平均を下回っています。

　主食・主菜・副菜・汁物を揃えた朝食は、あたま、

おなか、からだのスイッチを ONにします！バランス

の良い朝食を目指しましょう！

材料（4人分）

小麦粉

片栗粉

水

じゃがいも

ごぼう

にんじん

50ｇ

５ｇ

大さじ3

１個

１/４本

１/４本

ねぎ

豚肉

油揚げ

みそ

だし汁

60ｇ

１/２枚

大さじ３

800㎖

給食レシピ「すいとん汁」の作り方
❶小麦粉と片栗粉を合わせて水を加え、耳たぶの硬さになるまで練る。
❷じゃがいもはさいの目切り、ごぼうはささがき、にんじんはいちょう切り、
　ねぎは小口切り、豚肉は一口大、油揚げは短冊切りにする。
❸鍋にだし汁を入れ、❷の野菜（ねぎ以外）を入れて煮る。
❹❸に❷の豚肉と油揚げを加え、煮る。
❺❶を一口大にして❹に入れ、浮き上がるまで煮る。
❻みそを溶き入れ、ねぎを加えて仕上げる。
★もちもちのだんごが美味しい具だくさんの汁物です。主食、主菜、副菜と
　一緒に食卓に並べられたらはなまる！日頃朝食を食べていない方は、　
まずは汁物から口にしてみませんか？

広告欄
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健　

康

季節や日常会話の手話をご紹介するコーナーの第１５回目は、「卒業式」「ひな祭り」です。手
話と一緒に、口も大きく動かしてください。詳しくは動画をご覧ください。
「広報みはる」で紹介した手話を、三春町のホームページから動画でご覧になれます。
または、「三春町」「手話」で検索。スマートフォンでは、右のＱＲを読み取ってご覧ください。

両手で「三」の形を作り、左を上に、右を下にして
「三月三日」を表す。

両手を胸のところで着物を着るように重ねて笑顔を
作りながら顔を傾ける。（お姫様を表している）

「卒業式」

「ひな祭り」

み
ん
な
の
掲
示
板

両手のひらを上に向けて卒業証書を掲げ持つ仕草
をする。

そのまま両手のひらを前に向けて、生徒たちが
一斉にお辞儀するよう指を曲げる。

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
寄
附

▽
物
品

・
増
子　

忠
一（
山
田
）

・
影
山　

真
奈
美
（
一
本
松
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

・
國
分　

シ
ヅ
子（
新
町
）

・
齋
藤　

キ
ミ
子（
南
町
）

・
松
本　

い
み
子（
下
舞
木
）

【
ふ
る
さ
と
三
春
町
応
援
寄
附
金
】

・
舟
木　

勲
（
福
島
県
郡
山
市
）

・
星
野　

成
夫
（
千
葉
県
千
葉
市
）

▼
一
般
寄
附

▽
物
品

・
三
春
ま
ち
づ
く
り
協
会

・（
株
）
ふ
た
ば

寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
令
和
４
年
１
月
９
日
〜　
　

令
和
４
年
２
月
８
日
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

み
ん
な
の
掲
示
板
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3月の行事カレンダー

◆カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。
◆施設の休館日は17ページに掲載しています。

日 月 火 水 木 金 土

1615 17 18 19

20 21

7 98 10 11 12

13 14

2322

28 29 30 31

24 25 26

27

6

543２1

19

絵本とわらべ唄
（11時～11時

30分・町民図書館）

お誕生会
（11時30分～11時
45分・子育て支援セ
ンター）19

3～4か月児健康診査

子育て相談日

20子育て相談日

3歳6か月児健康診査
19

1歳6か月児健康診査

19

たのしいせいさく
（子育て支援センター）

19

19
9～10か月児健康診査

ままカフェみはる
（10時～11時30分・
子育て支援センター）

20

のびのびの日
（10時～正午・子育て
支援センター）

おはなし “ あ
のね ”（11時

30分～・子育て支援
センター）19

こころの健康相談会31

19

19

おやこ運動あそび
教室（10時15分～
11時30分・子育て
支援センター）

31人権相談・行政相談
31消費生活無料法律相談

31心配ごと相談

心配ごと相談春分の日

心配ごと相談

31

31

31心配ごと相談

24
議会定例会３月会議
（～11日予定）

24

議会定例会３月会議
一般質問（午前10時・
議場）

31心配ごと相談

20

19

広　
告　
欄

広報みはる
スマートフォンへ
配信中！

広告欄
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納期限　　　　　

人口・世帯数　　　　

3月 医療機関名 薬局名

○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

田村地方夜間診療所
現在、診察を一時休止し、夜間の電話相談のみを受け付けています。
☎81-2233　FAX72-8841
時間　午後7時 30分～ 9時 30分（土・日・祝日を除く）

福島県夜間救急相談～＃7799～
「病院に行った方がいいかな？」「救急車を呼んだほうがいいかな？」
迷ったら、市外局番なしの「＃7799」までご相談ください。
（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-524-3020）

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

夜間・休日のお医者さん

６日（日）

13日（日）

20日（日）

21日（月）

27日（日）

 

はまだ薬局

わたなべ薬局

遠藤医院

かみや内科クリニック

大久保クリニック

春山医院

かとうの内科クリニック

☎85-2016

☎72-3212

☎82-2555

☎62-3239

☎81-1388

急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内
 　☎024-933-4000（自動音声、24時間対応）
福島県こども救急電話相談
　 ☎#8000（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-521-3790）
 　受付時間：午後7時から翌朝8時まで

※新型コロナウイルス感染症の症状が疑われる場合は、
　かかりつけ医または、以下の窓口にお電話ください。

受診・相談センター
☎０１２０－５６７－７４７
受付時間：２４時間（毎日）

【人権相談】

【行政相談】

【心配ごと相談】

【こころの健康相談会】

●●●今月の相談●●●

▼問　住民課　生活環境グループ
　　　☎ 62-2147　FAX62-5155

〇町営バスをご利用の際は、お得な回数券・定期券をご
　利用ください。
　回数券はバス車内および役場窓口、定期券は役場窓口
　でそれぞれお買い求めいただけます。
※三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行して
　います。
※岩江コースは週4日（月・火・木・金）運行しています。
※スクール混乗コースおよび通勤コースを除く朝晩コー
　ス５路線は週５日（月～金）運行しています。

運休日：6・13・20・21・27日

【消費生活無料法律相談】

マーク は、町営バスの運休日です。

町営バス運休カレンダー（3月）

広告欄
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「
わ
た
し
が
想
像
す
る
三
春
城
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
三
春
城
の
創
作
イ

ラ
ス
ト
作
品
を
募
集
し
た
結
果
、
町
内
外
よ
り
79
作
品
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

最 優秀賞

優　秀　賞

特　別　賞

▼
問

　
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
観
光
部

　

☎
62
‐
３
６
９
０

　

産
業
課　
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
９
６
０

三
春
城
イ
ラ
ス
ト

コ
ン
テ
ス
ト

三
春
城
イ
ラ
ス
ト

コ
ン
テ
ス
ト

鶴が舞う城
KI 様（神奈川県）

お花いっぱいの三春城
みゆき様（三春町）

一緒にお花見しようよ！
MICHI 様（岡山県）

マザクラ様（三春町） しもとあや様（千葉県） 佳良美妃様（三春町）

花
ふ
ぶ
きわ

た
な
べ
え
み
様

（
埼
玉
県
）

三春舞鶴城 つ
ど
う

三
春
城

天高く桜舞う
銀世様（兵庫県）

三春大好き
ゆあちゃん様（三春町）

春の朝
ぶなの森様（三春町）


